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　本川地区の広瀬神社で11月４日、農作物の収穫に感
謝する「恵比須祭り」（同愛好会主催、山本秀

ひで

則
のり

会長）が
開かれました。訪れる人がその年に豊作だった作物の種
子を供え、自由に持ち帰っていいという「種子交換」の
風習が残っており、今では数少なくなった貴重な年中行
事として地域で大切に受け継がれています。

地域に受け継がれる年中行事
参川地区の恵比須祭りで「種子交換」

　作曲家・ピアニストとして世界で活躍する加古隆
たかし

さ
んを中心に、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロの４人で
構成する加古隆Ｑ

ク ァ ル テ ッ ト

ＵＡＲＴＥＴのコンサートが10月23
日、内子座で開かれました。コンサートは「祈り」を一
つのテーマとし、東日本大震災を受けて「今、ここで
演奏できること、全ての人に感謝します」と約２時間
にわたって思いを込めた演奏が行われました。来場者
は心に響く音楽にじっと耳を傾けていました。

音楽に祈りを込めて
加古隆ＱＵＡＲＴＥＴ２０１１

木造の芝居小屋ならではの音色を味わう

▲

愛ロード・サポー
ター　内子町身体障
害者更生会五十崎支
部（久保田正一支部
長）

▲愛リバー・サポー
ター　サーティーズ

（徳田勝英代表）

　犬ぞり探検家・舟津圭
けい

三
ぞう

さんを講師に迎えた自然学
習会（ＮＰＯ法人和田重次郎顕彰会、愛媛県主催）が
10月24日、内子小学校（井上正

しょう

作
さく

校長、児童385人）
で開かれました。舟津さんは1990年に史上初の犬ぞ
りによる南極大陸横断に成功。自然の雄大さや、「あき
らめず一歩一歩進むことの大切さ」を伝えました。
　同学習会は、「犬ぞりの神様」と呼ばれ活躍した内子
町縁の冒険家・和田重

じゅう

次
じ

郎
ろう

にちなんで開かれました。

南極大陸横断の探検家が公開授業
内子小学校で自然学習会

220日間の冒険の様子をスライドを使って紹介

▲初めてテレビカメラを手にした児童たち。感想は、「重いけど楽しい」。

▲チェーンソーやのこぎりを使った丸太切りも体験

▲豊作を願う種子交換。かつては峠を越え他県からの来訪もあったそう

▲「歯があるね」「ここ、広がるんじゃ」と歓声をあげる園児たち

僕らのまちを宣伝しよう
立川小児童がふるさとＣＭを制作

　小田林業研究グループ連絡協議会（藤岡雄
ゆう

二
じ

会長）は
10月28日、小田地区の小学５年生を対象に「緑の教室」
を開きました。同教室は、山に囲まれた内子町の子ども
たちに森林や林業に関心をもってもらおうと毎年開かれ
ています。児童は森林が果たす役割などを学習した後、
木材市場やペレット工場を見学しました。

森林や林業に関心を持って
小田林業研究グループ連絡協議会「緑の教室」

　子どもたちにもっと魚に親しんでもらおうと、五十崎
幼稚園（上久保孝

たか

子
こ

園長、園児37人）で11月10日、愛媛
県魚食普及推進協議会「おさかなキャラバン隊」の活動
が行われました。園児たちは興味津々な様子で、「おさか
なママさん」が演じる人形劇を見たり、いろいろな種類
の魚に触れたりして楽しんでいました。

見て、触れて、魚に親しもう
おさかなキャラバン隊in五十崎幼稚園

　県は住民団体などが地域内の道路や河川のサポー
ターとして登録し、自発的に清掃などのボランティア
活動を行う「愛ロード／愛リバー・サポーター制度」
を推進しています。この制度に登録し、10年間継続し
て活動に取り組んできた団体に対して10月19日、中
村時

とき

広
ひろ

愛媛県知事から感謝状が贈られました。
　町内では、愛ロード・サポーターとして内子町身体
障害者更生会五十崎支部が受賞。久保田正

しょう

一
いち

支部長
は「定期的に豊秋橋の清掃などを行っています。私た
ちの活動を少しでも多くの人に知ってもらえたら嬉し
い」と話していました。また愛リバー・サポーターと
して、知清橋下流の堤防で彼岸花の植栽や草刈りなど
の活動を行っているサーティーズ・徳田勝

かつ

英
ひで

代表は
「サーティーズは同級生仲間のグループ。この10年で
絆も深まりました。みんなで集まって一緒に活動でき
ることが幸せです」と語っていました。

ふるさとの道路や川を守り続ける
愛ロード／愛リバー・サポーターに感謝状

　ふるさとＣＭの制作に取り組む立川小学校（神㟢利
とし

夫
お

校長）の５年生児童13人は10月25日、㈱ケーブルネット
ワーク西瀬戸制作課長・城戸輝

てる

芳
よし

さんからＣＭ作りの基
礎を学びました。「地域を知る」ことなどを目的に総合学
習の一つとして行うもので、作品は愛媛朝日テレビが主
催する「ふるさとＣＭ大賞えひめ」に出品する計画です。
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青空の下で演奏する愛媛県警音楽隊

御祓自治会は息のあった
餅つきで、できたて餅を販売 ログハウスの前では、和太鼓集団「和

わ

達
だち

」が演奏を披露初めて開かれた「柿の皮むき大会」

水車が回る小さな広場にあふれんばかりの人々

バザー初参加の子育てサークルF
ファン

un F
ファン

un M
マ ミ ー ズ

ammy's

虹の森公園「おさかな館」の移動水族館が初登場

　「今こそ力をひとつに、未来にとどけ五十崎文化」
をテーマに、五十崎自治センターで開かれた五十崎
文化祭。館内展示の他、駐車場では地元バンドや和
太鼓グループの演奏、バザーなどが行われ、たくさ
んの家族連れなどが参加していました。

　晴天に恵まれた東自治センターまつり。自治会
などによるバザーの他、消防署のはしご車体験、
愛媛県警察音楽隊の演奏などが行われました。究
極の玉入れや景品入り餅まきなどもあり、大人か
ら子どもまで、楽しく一日を過ごしていました。

内子東自治センターまつり
11月13日（日）

第31回五十崎文化祭
11月５日（土）、６日（日）

　立川自治会が主催する文化産業祭。地域内の主
要産業のひとつである林業の振興と環境保全を目
的に、㈱小田ログハウジング（本田富

とみ

雄
お

代表取締
役）の協力でログハウスの組み立て実演を行うな
ど、地域性豊かな祭りが開かれました。

立川地区文化産業祭
11月３日（木・祝）

　「第36回大瀬農業祭」は、これまでの「大瀬農業
祭」をあらため、大瀬地区の特産である柿をテー
マに「柿まつり」として開催。大瀬商店街を会場
に、柿をはじめとする農産物の品評会や、柿を
使ったユニークなゲームなどが行われました。

第36回大瀬農業祭柿まつり
11月６日（日）

　内子町文化協会内子支部などが主催し、内子文
化創造センターで開かれたうちこ文化祭。３日に
は、９月にオープンしたばかりの「内の子広場」
にも各種バザーのテントが並び、大勢の人が芝生
の上でのんびりと祭りを楽しんでいました。

うちこ文化祭
11月２日（水）－４日（金）

第22回小田の郷ふるさとまつり
11月５日（土）、６日（日）

　小田地区の一大イベントである「小田の郷ふる
さとまつり」。内子町文化交流センタースバルと
道の駅「小田の郷せせらぎ」を会場に、演芸発表
や文芸作品の展示、自治会や各団体によるバザー
やゲームなど、さまざまな催しが行われました。

第20回石畳水車まつり
11月３日（木・祝）

　記念すべき第20回を迎えた石畳水車まつり。
会場の石畳清流園に、町内外からおよそ1000人
が訪れました。特設ステージでは内子高校郷土芸
能部の和太鼓演奏やなみへい一座の伊予万歳など
が行われ、祭りを盛り上げました。

秋のうちこ

文化祭・
農業祭巡り
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